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東南極エンダービーランドに産するナピア岩体の変成岩類は，ピーク時の変成温度が1 0 0 0度をこえていたと推
定され，超高温変成作用と呼ばれている．トナー島では，N E N - W S W方向に伸びる剪断帯が卓越し，これらによ
って島全体は，北から南へUnit I - Vの5ユニットに区分される．また，Unit IとIIには，岩脈状に超苦鉄質岩が産す
る．岩脈状に産する超苦鉄質岩は，主に，カンラン石，単斜輝石，斜方輝石および角閃石からなる．Unit Iの苦鉄
質岩は，岩脈状の超苦鉄質岩と共通する鉱物組合せを持つものがある．これらの全岩化学組成は，南アフリカ
Barbarton greenstone beltのコマチアイトあるいはコマチアイト質玄武岩の組成に類似する．

東南極エンダービーランドに産するナピア岩体は，サフィリン－石英，斜方輝石－珪線石－石英や大隅石を含
む変成岩類が広く分布することで特徴づけられる（Sheraton et al., 1987）．これら鉱物組み合わせからみて，ピー
ク時の変成温度は1 0 0 0度をこえていたと推定される．このような，変成作用は超高温変成作用と呼ばれ，変成作
用の詳細や原岩構成について議論がされつつある（例えば，本吉，1 9 9 8）．トーナル岩起源の正片麻岩から得られ
たジルコンのS H R I M P年代は，約3800 Ma，2900 Maそして2500 Maを示し，ナピア岩体の原岩の形成は3 8億年前
にさかのぼるとされた（Black et al., 1986, Black and Harley, 1995）．JARE31によってトナー島の北部から採集され
た苦鉄質グラニュライトのSm-Nd全岩アイソクロン年代は3807±367 Maである（Owada et al., 1995）．この年代値
は，トーナル岩質正片麻岩の原岩形成年代と一致する．

トナー島の地質は，原岩組成の異なる変成岩類が明瞭な層状構造を示すことで特徴づけられる．一般的な層状
構造はN E - S WないしN S走向で，3 0 - 5 0度の北傾斜を示す．また，ここでは，N E N - W S W方向に伸びる剪断帯が卓越
し，これらによってトナー島全体は，北から南へUnit I - Vの5ユニットに区分される．これらの剪断帯に沿って，
マイロナイトが発達する．苦鉄質岩の産状および量比から見て，各ユニットは以下の特徴を持つ．Unit Iは苦鉄質
岩，珪長質岩および泥質岩の1 - 5 mの互層からなり，超塩基性岩のレンズないしブロックを頻繁に含む．Unit IIお
よびIIIは珪長質岩を主体とし，比較的厚い苦鉄質岩を挟む．Unit IVおよびVの苦鉄質岩は厚い珪長質岩中に挟在あ
るはレンズとして産する．また，Unit IVは狭長な帯で，全体にマイロナイト化が顕著である．また，Unit IとI Iに
は，岩脈状に超苦鉄質岩が産する．これらには，Unit IとI Iを境する剪断帯によってマイロナイト化を被っている
ものもある．

Unit I-Vの苦鉄質岩の鉱物組み合わせは以下の通りである．全体に輝石（単斜輝石，斜方輝石）および斜長石が
卓越する．Unit IとI Iでは，グラノブラスティック組織を示すものにしばしば角閃石が含まれる．Unit III-Vには，
グラノブラスティックな角閃石を含むものは今のところ認められない．しかし，輝石の周囲を交代する形の細粒
角閃石はしばしば認められる．また，Unit Iにはグラノブラスティックな角閃石と共存するフロゴパイトを含むも
のがある．一方，Unit IVでは面構造を形成する黒雲母を含む．この黒雲母の定向配列によって示される面構造は
上述したマイロナイトの面構造に一致し，Unit Iの産状と異なる．その他の特徴として，Unit Iの苦鉄質岩中には
半自形ないし自形のアパタイトを含むものがある．

岩脈状に産する超苦鉄質岩で，変形を被っていないものは，グラノブラスティック組織を示す．主に，カンラ
ン石，単斜輝石，斜方輝石および角閃石からなる．斜長石はほとんど含まれない．また，稀に半自形のアパアイ
トを含む．アパタイトはカンラン石に包有されることもある．

各ユニットごとの苦鉄質岩および岩脈状の超苦鉄質岩の全岩化学組成は以下の特徴を示す．岩脈状の超苦鉄質
岩は，MgO, TiO2および P 2 O 5に富み，T i O 2 / A l 2 O 3比が高い．一方，Unit IIIは，これに比べM g Oに乏しく，
T i O 2 / A l 2 O 3比が低い．U n i t IとI Iは岩脈状の超苦鉄質岩とUnit IIIの両方の性質を持つものが混在する．M g Oや
T i O 2 / A l 2 O 3比に関して，Unit IVおよびVはUnit I - IIIに比べ低い．また，Unit IVはK 2 Oにに富む．Unit Vは
F e O * / M g O比が他のユニットに比べて高い．全体としてトナー島の苦鉄質岩の組成はUnit IからVへ向かい
F e O * / M g O比が増加する．また岩脈状の超苦鉄質岩は，アパタイトや角閃石を含むことや化学組成からUnit Iの苦
鉄質岩と共通した岩石学的性質を有し，全岩化学組成の特徴は，南アフリカBarbarton greenstone beltのコマチア
イトあるいはコマチアイト質玄武岩に類似する．講演では，各ユニットに産する苦鉄質岩の成因的関係も含め議



論する．


